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経時測定データに対する関数データ解析（Functional Data Analysis; FDA）の活用

経時測定データから曝露あるいは介入の効果を推定したい場合、同一個人に由来するデータ間の非独立性が
問題となる。経時測定データへの解析手法としては、非独立性を考慮せず、各地点を別個の別個の変数として
扱うモデルや、データ間の非独立性を考慮した混合モデルなど数多く存在するが、いずれの手法でも対処が不
可能なケースが 2つ考えられる。
1つ目が、経時測定データが非常に多くの観測地点を持つケースである。観測地点の増加はそのままモデル
の次元数の増加につながり、推定が安定しない可能性がある。
2つ目が、データが非単調な欠測を伴うケースである。経時測定データが非単調な欠測をもつ場合の解析方
法は確立されていない。また、欠測は観測時点あるいは時点数の不均一さをもたらす可能性があり、特に時点
の不均一さが存在した場合には古典期な多変量解析手法を適用することは困難となる。
この 2点に対応可能な手法として、複数時点のデータを時間の関数へと変換し、推定された関数をデータと
して扱う関数データ解析 (Functional Data Analysis; FDA)が研究されている。関数化はデータの高次元化
を抑制し、連続時間上でのデータの表現により個体間の時点・時点数の不均一さを解消する。スカラーデータ
に対する統計解析手法の FDAへの拡張も数多く提案されており、いくつかの論文では既存の予測モデルに対
する予測精度の向上なども報告されている。
本抄読会では、垂直跳び中の膝関節運動に対し FDAを適用した Ryanらの研究を例に取り、変数の関数化
および関数化したデータへの関数主成分分析 (Functional PCA; FPCA)の適用方法について紹介する。
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